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月
18
日
に
行
わ
れ
た

西
会
津
町
長
選
挙
に

お
い
て
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
ご
支

援
を
賜
り
、
引
き
続
き
町
政
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
、
町
民
の
皆
様
に
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
現
在
の
本
町
を
取
り
巻

く
環
境
を
考
え
る
と
、
非
常
に
重

要
な
時
期
で
あ
り
、
私
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
と
責
任
の
重
さ
に
、
改

め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　

感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
い
ま
だ
に
収
束
の
気
配
が

見
え
ま
せ
ん
。
今
、
町
と
し
て
で

き
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
、
感
染

症
対
策
に
最
優
先
で
取
り
組
み
な

が
ら
、
町
民
の
皆
様
の
生
命
と
暮

ら
し
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
と
並
行
し

て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、「
少
子
高
齢
化
」
と

「
人
口
減
少
」
対
策
で
す
。
こ
の

大
き
な
課
題
は
、
簡
単
に
解
決
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
１
期
目

の
４
年
間
で
「
活
気
あ
る
西
会
津

を
取
り
戻
す
」
と
の
強
い
決
意
の

も
と
、
保
育
料
無
償
化
、
教
育
改

革
、
若
者
向
け
定
住
促
進
住
宅
整

備
、
ふ
る
さ
と
納
税
１
億
円
突
破

な
ど
、
公
約
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
任
期
中
に
迎
え
た

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
町
独
自
の

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
対
策
と
し
て
、

一
人
暮
ら
し
等
高
齢
者
へ
の
弁
当

配
食
に
よ
る
訪
問
事
業
や
マ
ス

ク
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
の
配
付
、
西

会
津
町
消
費
回
復
商
品
券
の
配
布

な
ど
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
に
寄

り
添
っ
た
対
策
に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
績
を
土
台
に
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ま
ち
づ

く
り
を
維
持
し
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
向
上
の
た
め
、

①
多
様
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、

施
策
の
着
実
に
実
行
し
、
揺
ら

ぐ
こ
と
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
「
実
行
力
で
安
定
し
た

町
政
」

②
老
若
男
女
全
て
の
世
代
に
目
を

向
け
た
「
町
民
一
人
一
人
を
大

切
に
す
る
町
政
」

③
一
人
一
人
の
個
性
が
活
か
さ

れ
、
町
民
の
皆
様
が
い
き
い
き

と
活
躍
で
き
る
「
個
性
が
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
」

④
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ

と
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題

解
決
を
推
進
す
る
「
デ
ジ
タ
ル

で
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

⑤
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※
に
則
っ
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
・
持
続

可
能
な
町
」

の
５
つ
の
方
針
を
基
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
「
実
行
力
で
安
定
し
た
町

政
」
を
柱
と
し
て
、
１
期
目
に
引

き
続
き
、
ふ
る
さ
と
・
西
会
津
に

活
気
を
取
り
戻
し
、
町
民
の
皆
様

が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

薄
友
喜
町
長

所
信
表
明

　
「
実
行
力
で
安
定
し
た
町
政
」
を
柱
と
し
て
、
私

利
私
欲
を
捨
て
、
公
平
・
公
正
な
町
政
運
営
を
実
践

し
、
ふ
る
さ
と
・
西
会
津
に
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
、

町
民
の
皆
様
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
誠
心
誠
意
努
め
て
い
き
ま
す
―
―

７

実行力で安定した町政
　少子高齢化や人口減少、コロナ禍と少、コロナ禍といっ

　 た多くの複雑な課題が山積する中、これからのまち

づくりを進めるためには、しっかりとした施策の実

行力と安定的な町政運営が求められます。これらを

着実に行い、揺らぐことのないまちづくりの基礎を

定めます。

※ＳＤＧｓ（エスディージーズ）
　   …持続可能な開発目標とも
いう。17 のゴールと 169
のターゲットで構成され、
2030 年までに誰ひとり取
り残さない持続可能でより
よい世界を目指す国際目標
のこと。

薄町政が掲げる５つの方針と主な事業の概要

町民一人一人を大切にする町政
　多様化する社会情勢の中で、老若男女全

　 ての世代に目を向け、寄り添い、町民一人一人を大

切にする町政を進めます。

個性がいきいきと活躍できる社会
　一人一人の個性が活かされ、それぞれの町

　民がいきいきと活躍できる社会づくりに取り組みます。

デジタルで町民サービスの向上
　町デジタル戦略に基づき、デジタル技術を

　 活用することでさまざまな分野の課題解決を推進し、

町民サービスの向上に繋げます。

まちづくりの指針・持続可能な町
　国際的な取り組みとなっている「ＳＤＧｓ」

　に則った持続可能なまちづくりを推進します。

事　業　名 主　な　内　容

子育て・教育環境の充実
○子育てコミュニティ施設の整備による子育て家庭の支援
○教育と福祉の連携による子育てと学びの強化
○０歳児教育の強化・充実　　　○西会津高校を含めた町内高校生への支援策

誰もが元気なまちづくり
○鎌田實式健康づくりの推進　　　○ＩＣＴによる見守りシステムの導入
○検診受診率の向上　　　○町の将来を担うリーダーを育成する「塾」の開設

移住定住・交流促進対策
○移住定住総合支援センター設置による取り組みの強化
○空き家の有効活用と移住定住に対する助成制度の検討

若者・女性対策
○ 情報通信環境を活かしたテレワーク、サテライトオフィスなどの整備
○ 若者交流の活性化とさまざまな機会を通じた男女の出会いの場の創設
○女性が積極的にまちづくりの提言ができる場所や機会づくり

産業の振興

○米・野菜・きのこの三本柱による農林業の振興
○専門員の配置やＩ CＴの活用による有害鳥獣対策の強化
○ 除雪経費、企業ＰＲ、雇用補助などの町内企業支援対策の充実・強化と情報
通信環境の充実

○まちなか再生拠点施設の有効活用　　　○中心エリア整備構想の推進
○ふるさと応援寄附金の促進（寄附額２億円、返礼品の開発やブランド化）

安心・安全な暮らしづくり
○町民バスの利便性向上　　　○除排雪費用助成事業の拡大の検討
○ＧＰＳを用いた効率的な除排雪体制の構築

デジタル戦略の着実な実行
デジタル技術を活用した地域の産業振興や移住定住の促進、健康増進と災害対
策強化による安全・安心の確保などにより、町民が夢や希望の実現に向けて挑
戦できる活気あるまちづくりを推進

ＳＤＧｓに向けたまちづくり
○再生可能エネルギーの取り組みを推進
○脱炭素社会への取り組みに対する支援制度の創設
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▶
８
月
に
開
催
し
た
総
会
の
様
子

農地を農地を守
り
、
活
か
す

守
り
、
活
か
す

農
業
委
員
会
と
は

農
業
委
員
会
と
は

　

西
会
津
町
農
業
委
員
会
は
、「
地

方
自
治
法
」
お
よ
び
「
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
行

政
機
関
で
す
。

■
基
本
的
な
業
務

①
農
地
の
確
保
と
有
効
活
用

　

農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
許
認

可
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査

②
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化

　

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
集
落
で

の
話
し
合
い
の
推
進

③
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保

④
地
域
課
題
の
解
決

　

農
業
者
な
ど
の
声
が
行
政
・
政

策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
行

政
機
関
な
ど
に
意
見
を
提
出

■
体
制
と
役
割

　

町
農
業
委
員
会
の
体
制
は
、
農

業
委
員
12
人
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
11
人
で
構
成
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
担
当
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
主
な
役
割
は
、
農

業
委
員
会
総
会
で
農
地
の
権
利
移

動
の
許
可
・
不
許
可
を
決
め
る
こ

と
で
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

主
な
役
割
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

農
業
委
員
会
の
活
動

農
業
委
員
会
の
活
動

な
ど
農
業
者
な
ど
と
の
話
し
合
い

の
推
進
、
農
地
の
出
し
手
（
貸
し

手
）・
受
け
手
（
借
り
手
）
へ
の

働
き
か
け
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
と
解
消
な
ど
の
た
め
の
現
場
活

動
で
す
。

農
業
委
員　

農
業
委
員　

1212
人人

農
地
利
用
最
適
化

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員　

推
進
委
員　

1111
人人

農業委員会の体制

　農業者の高齢化や耕作放棄地・遊休農地の増加、後継者不足、有害鳥獣被害の　農業者の高齢化や耕作放棄地・遊休農地の増加、後継者不足、有害鳥獣被害の

拡大など、町の農業を取り巻く情勢は、依然として厳しい状況です。中でも、遊拡大など、町の農業を取り巻く情勢は、依然として厳しい状況です。中でも、遊

休農地（再生利用が可能な農地）は、町全体の耕地面積の約１割にのぼっています。休農地（再生利用が可能な農地）は、町全体の耕地面積の約１割にのぼっています。

西会津町農業委員会では、地域の農業を守り、農業者の明るい将来のため活動し西会津町農業委員会では、地域の農業を守り、農業者の明るい将来のため活動し

ています。ています。

　今月号では、「町の農地を守り、活かす」町農業委員会の活動を紹介します。　今月号では、「町の農地を守り、活かす」町農業委員会の活動を紹介します。

町
農
業
委
員
会
の

町
農
業
委
員
会
の取り組み取り組み

農
業
委
員
会
総
会

　

毎
月
１
回
程
度
、
会
長
が
招
集

し
農
業
委
員
会
総
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
提
出
案
件
を
審
議

し
、
合
議
体
と
し
て
決
定
し
ま

す
。
主
な
案
件
と
し
て
は
、
農
地

な
ど
の
権
利
移
動
の
許
可
、
農
用

地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
や
農
地

転
用
許
可
に
あ
た
っ
て
県
知
事
な

ど
へ
申
し
立
て
る
べ
き
意
見
の
決

定
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
意
見
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
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▶  

野
沢
地
区
で
行
わ
れ
た
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子

▲ 緑区分の例

▲ 黄区分の例

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の
こ
と

を
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
町
内
の
農
地
の

現
状
を
把
握
し
、
農
地
利
用
の
最

適
化
を
推
進
す
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
町
農
業
委
員
会

は
毎
年
１
回
、
町
内
の
農
地
に
つ

い
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
農
地
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
遊
休
農
地
の
把
握

や
農
地
中
間
管
理
事
業
※
な
ど
を

活
用
し
た
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
の
ほ
か
、
不
法
投
棄
や

違
反
転
用
の
早
期
発
見
な
ど
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
は
、
８
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

町
内
５
地
区
の
担
当
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
現

地
を
ま
わ
り
、
再
生
利
用
が
困
難

な
農
地
と
遊
休
農
地
の
発
生
状
況

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
、
農
地
の
確
保

と
有
効
利
用
、
農
業
委
員
会
業
務

の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
違
反
転

用
農
地
の
有
無
、
不
法
投
棄
の
有

遊休農地とは

　現在は耕作が行われていない再利用が可能な
農地のことで、２種類に分けられます。
【１号遊休農地】
　現在、耕作しておらず、かつ、引き続き耕作

しないと認められる農地で、さらに２区分に分

けられます。

【２号遊休農地】
　荒廃農地には該当しないが、農地として利用

する時に、その周辺の農地に比べ、利用程度が

著しく劣っていると認められる農地。

①緑区分

　人力・農業用機械

で草刈り・抜根・整

地などを行えば、す

ぐに耕作することが

できる農地

②黄区分

　草刈りなどのほか

に、基盤整備事業の

実施や重機の使用な

ど農業的利用を図る

ための条件整備が必

要となる農地

　町の遊休農地は 127ha で、町全体の耕地面
積 1,230ha に対して約１割にあたります。これ
は、ふれあい広場を含むさゆり公園の敷地面積
（15.76ha）の約８個分とほぼ同じ面積です。

町の遊休農地

　

農
地
の
賃
借
・
売
買
に
伴
う
権

利
移
動
、
農
地
の
転
用
に
あ
た
っ

て
は
、「
農
地
法
」
に
基
づ
く
許

可
や
県
知
事
な
ど
に
意
見
を
送
付

す
る
た
め
に
町
農
業
委
員
会
に
届

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
届
出
の
種
類

○
農
地
法
第
３
条
申
請

　

耕
作
目
的
で
の
農
地
の
貸
し
借

り
や
売
り
買
い
を
す
る
時

○
農
地
法
第
４
条
第
５
条
申
請

　

農
地
を
住
宅
や
駐
車
場
な
ど
農

地
以
外
の
用
地
に
転
換
す
る
時

○
現
況
確
認
証
明

　

明
ら
か
に
農
地
以
外
の
も
の
に

な
っ
て
い
て
地
目
が
農
地
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
時

○
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

利
用
権
設
定

　

基
盤
強
化
法
に
基
づ
く
貸
借
・

売
買
す
る
時

○
非
農
地
通
知
申
出

　

既
に
森
林
原
野
化
し
て
い
る
時

◆
申
請
書
受
付
締
切
日

　

毎
月
末
日

（
土
曜
日
曜
・
祝
日
な
ど
閉
庁

日
の
時
は
そ
の
次
の
開
庁
日
）

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老

後
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
発

足
し
た
制
度
で
、
納
付
し
た
保
険

料
と
そ
の
運
用
益
で
将
来
受
給
す

る
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み
立

て
、
そ
の
額
に
よ
り
年
金
額
が
決

ま
る
年
金
で
す
。
町
農
業
委
員
会

で
は
、
本
制
度
へ
の
加
入
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

   

農
地
の
売
買
・
転
用
、
地
目
の

変
更
、
非
農
地
化
に
つ
い
て

農
業
者
年
金
の
加
入
促
進

　

全
国
農
業
新
聞
と
は
、
全
国
農

業
会
議
所
が
発
行
す
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
の
機
関
誌
で
す
。
農

業
・
農
村
現
場
が
必
要
と
す
る
情

報
を
手
軽
に
分
か
り
や
す
く
提
供

し
、
農
業
者
の
経
営
と
暮
ら
し
を

支
え
て
い
る
情
報
媒
体
で
す
。

全
国
農
業
新
聞
の
普
及
促
進

※
農
地
中
間
管
理
事
業
…
都
道
府
県
ご

と
に
設
置
さ
れ
た
農
地
中
間
管
理
機

構
に
、
耕
作
で
き
な
い
農
地
を
借
り

受
け
、
担
い
手
と
な
る
農
家
に
貸
し

付
け
る
制
度
。

  ▲  全国農業新聞
ホームページ

■ 多面的機能支払交付金事業
　農業・農村は、水源の養育、自然環境の保全、

良好な景観の形成などの多面的機能を持ってい

ますが、農村の過疎化や高齢化などにより、そ

の機能の発揮に支障が出てきています。

　このため、農業・農村が有する多面的機能の

維持・発揮を図ることを目的に、地域の共同活

動に対して交付金による支援を行い、地域資源

の適切な保全管理を推進するのが本事業です。

町では「水
み

土
ど

里
り

事業」として取り組んでいます。

◆交付金の種類
① 農地維持支払交付金［基本事業］＝多面的機
能を支える共同活動の支援

・ 農地やその周辺の草刈り、水路の泥上げ、農

道の路面維持などの基礎的保全活動

・ 農村の構造変化に対応した体制の拡充・強化、

保全管理構想の作成など

② 資源向上支払交付金［重点事業］＝農地や農
道、水路などの地域資源の性質向上を図る共

同活動の支援

・水路、農道、ため池の軽微な補修

・ 有害鳥獣対策、ビオトープ（生物の生息場所）

づくり

③ 資源向上支払交付金［長寿命化］＝施設の長
寿命化のための活動

〈問い合わせ先〉
　町土地改良区  ☎４５―４２５８

■ 中山間地域等直接支払制度
　農業生産条件の不利な中山間地域など

において、農用地を維持・管理していく

ための協定を締結し、それに従って農業

生産活動などを行う場合に、面積に応じ

て一定の額を交付する制度です。耕作放

棄地の発生防止と農地の持つ多面的機能

の確保を目的としています。

■ 人・農地プラン
　高齢化による後継者不足や耕作放棄地

の問題など、地域が抱えている人と農地

の問題を解決するための制度です。例え

ば、集落での将来の農業は誰が担うの

か、農地の集積・集約をどうするかなど

を話し合って、これからのプラン（設計

図）を作っていくものです。

　現在、町内では 13 地区でプランを作

成しています。作成には、町農業委員会

も町とともに支援します。

〈問い合わせ先〉
　農林振興課  農政係  ☎４５―４５３１

　町農業委員会以外にも、町や町土地改良区では、耕作放棄地や遊休農地対　町農業委員会以外にも、町や町土地改良区では、耕作放棄地や遊休農地対
策として次の事業を実施し、「農地を守り活かす」取り組みを支援しています。策として次の事業を実施し、「農地を守り活かす」取り組みを支援しています。

無
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

結
果
に
基
づ
い
て
、
遊
休
農
地
の

所
有
者
に
対
し
て
、
自
ら
耕
作
す

る
か
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
利

用
す
る
か
、
誰
か
に
貸
す
か
な
ど

の
利
用
意
向
調
査
を
実
施
し
、
遊

休
農
地
が
増
え
な
い
よ
う
、
そ
の

状
況
を
把
握
し
ま
す
。
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▲ 屋外でのドローン飛行体験（８月 28日） ▲ 講師による機体の説明（７月 25日）

『人新世の「資本論」』
[ 斎藤 幸平  著 ]
 集英社

『非正規介護職員ヨボヨボ日記』
[ 真山 剛  著 ]
 三五館シンシャ

『テスカトリポカ』
[ 佐藤 究  著 ]
KADOKAWA

『彼岸花が咲く島』
[ 李 琴峰  著 ]
文藝春秋

『もういちど』
[ 畠山 恵  著 ]

新潮社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　人類の経済活動が地球に与

えた影響があまりに大きいた

め、ノーベル化学賞受賞者の

パウル・クルッツェンは、地

質学的に見て、地球は新たな時代に突入したと言い、

それを「人
ひとしんせい

新世」と名付けました。これは、人間たち

の活動の痕跡が地球の表面を覆いつくした年代という

意味です。

　本書はマルクスの「資本論」のまったく新しい面を

「発掘」して、気候危機の時代に、よりよい社会を作

り出すための想像力を解放してくれるはずです。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町民ギャラリー　出ヶ原和紙作り講座

　７月 19 日から８月 6 日まで、一
いっ

閑
かん

張り講座が行われ、９人

の受講生が参加しました。「一閑（貫）張り」とは、竹かごに

和紙や布を貼り、その上から柿渋を塗ったものをいいます。由

来は諸説ありますが、「一貫目の重さにも耐えられるから」「農

閑期の閑な時期に作られたから」「一閑和尚が始めたため」と

言われています。和紙は繊維が長く、柿渋を塗ることで丈夫に

なり、また防水・防虫効果もあることから、物がなかった時代

に破れたり、壊れかかったかごを再生して使い回しました。

　今回で２年目となる本講座では、講師の齋藤征子さん（６町

内）の指導を受けながら、壊れて自宅の物置などに眠ったまま

になっていたかごや行
こう

李
り

などの竹細工をリメイクするものづく

りに挑戦しました。また、出ヶ原和紙作り講座や押し花絵講座

を受講した受講生もいて、自作の出ヶ原和紙や押し花を活用し

て作品作りに取り組んでいました。工夫を凝らした受講生の力

作は 10 月末に開催予定のふるさとまつりで展示されます。

　町公民館では、地域文化を再生し、和紙の新たな可能性の発見を目的とした「出ヶ原和紙作り講

座」を昨年度から開催しています。前月号に続き、本講座に参加した皆さんが自分で漉
す

いた出ヶ原

和紙を使って作成した作品を紹介します。

今月は、須藤由美子さん（２町内）の作品です。

作品によせて…作品によせて…

①押し花… はがきサイズの和紙に押し花を入れ、

ラミネーターではさみました。

②コサージュ…

　 夏糸を細かく切って挟んだ和紙に、こんにゃく

液を塗った和紙と柿渋を塗った和紙を糸で縫い

合わせてコサージュを作りました。

　これからも、自分で漉いた出ヶ原和紙で色々な

ものづくりに挑戦したいと思います。

１

２

　

若
年
層
の
男
性
を
対
象
と
し
た
「
働
く

男
性
の
応
援
講
座
」
で
は
、
７
月
25
日
と

８
月
28
日
の
２
日
間
に
、
会
津
ド
ロ
ー
ン

愛
好
会
を
講
師
に
迎
え
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛

ば
し
方
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
日
は
、
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
屋
外
で
飛
ば
す
時

の
事
故
防
止
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
防
止

な
ど
の
法
律
・
規
制
な
ど
の
ル
ー
ル
に
つ

い
て
講
師
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
講
師
が
持
参
し
た
農
薬
散
布
用
な

ど
大
小
20
種
類
の
ド
ロ
ー
ン
の
機
体
や
マ

イ
ク
ロ
ド
ロ
ー
ン
で
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場

で
実
際
に
屋
外
で
の
飛
行
を
体
験
し
ま
し

た
。
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
上
昇

や
前
後
左
右
に
飛
ば
し
た
り
、
４
カ
所
の

パ
イ
ロ
ン
を
回
っ
た
り
な
ど
の
操
縦
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
「
レ
ベ
ル

が
高
く
、
初
心
者
に
し
て
は
上
手
に
飛

ば
せ
て
い
る
」
と
の
話
が
あ
り
、
ま
た
受

講
生
か
ら
は
「
初
め
て
の
体
験
で
興
奮
し

た
」「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
驚
き
と
ワ
ク
ワ
ク
が
連
続
の

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

出ヶ原和紙を使って温もりある工芸技法を学ぶ

ものづくり教室 一
いっ

閑
かん

張り講座を開講

ド
ロ
ー
ン
を
楽
し
く
飛
ば
そ
う

働
く
男
性
の
応
援
講
座
を
開
催
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　

９
月
３
日
か
ら
10
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
３
年
第
５
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
２
年
度
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
20
件
お
よ
び
報

告
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ

び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
20
件
、
報
告
１
件
を
審
議
・
可
決

９
月
町
議
会
定
例
会
報
告

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
に
つ
い
て 

―
―

　

８
月
８
日
に
福
島
県
非
常
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
町
で
は
、
県
独
自
の
感
染
防

止
対
策
な
ど
の
内
容
と
感
染
防
止

の
た
め
の
注
意
喚
起
を
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
や
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
に
よ

り
周
知
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内

の
感
染
防
止
を
図
る
た
め
、
９
月

12
日
ま
で
の
間
、
さ
ゆ
り
公
園
と

ロ
ー
タ
ス
イ
ン
の
宿
泊
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
利
用
者
を
会

津
管
内
に
限
定
し
、
さ
ら
に
ロ
ー

タ
ス
イ
ン
の
温
泉
と
無
料
休
憩
所

の
利
用
者
を
町
内
者
に
限
定
す
る

対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
町
内
で
の

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、
引
き
続

き
、
最
大
限
の
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種 

―
―

　

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

高
齢
者
へ
の
接
種
は
７
月
末
で
お

お
む
ね
終
了
し
、
65
歳
以
上
の

２
８
５
７
人
の
91
・
３
㌫
に
あ
た

る
２
６
０
９
人
が
２
回
目
の
接
種

を
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
２
日
か
ら
は
64
歳

以
下
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
へ
の

接
種
を
、
８
月
17
日
か
ら
は
そ
の

他
の
人
へ
の
接
種
を
開
始
し
ま
し

た
。
町
の
集
団
接
種
は
10
月
９
日

に
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
推
進 

―
―

　

今
年
３
月
に
策
定
し
た
西
会
津

町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
基
づ
き
、
町

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
情
報
集
約
ソ
フ
ト
を
組
み
合

わ
せ
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

の
情
報
連
携
基
盤
の
構
築
・
導
入

の
ほ
か
、
首
都
圏
企
業
・
人
材
交

流
事
業
、
事
務
業
務
の
効
率
化
に

向
け
た
調
査
な
ど
を
順
次
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
新
た
に
、

特
に
高
齢
者
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
へ

の
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
自
治
区
集
会
所
な
ど

に
出
向
い
て
の
デ
ジ
タ
ル
教
室

や
、
よ
ろ
ず
相
談
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
募

り
、
多
様
な
意
見
を
集
め
て
施
策

等
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
協

働
の
基
盤
「
町
民
参
加
型
合
意

形
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構

築
、
申
請
・
届
出
な
ど
の
行
政
手

続
き
を
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
行
え
る

よ
う
に
す
る
申
請
手
続
き
オ
ン
ラ

イ
ン
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

中
心
エ
リ
ア
整
備
構
想
の

策
定 

―
―

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
将

来
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

野
沢
地
区
中
心
部
と
子
育
て
・
教

育
拠
点
施
設
が
集
中
す
る
森
野
地

区
、
さ
ゆ
り
公
園
・
福
祉
施
設
周

辺
を
加
え
た
中
心
エ
リ
ア
に
つ
い

て
、
現
状
の
把
握
、
課
題
の
整
理

や
分
析
、
エ
リ
ア
別
に
必
要
な
機

能
な
ど
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
る
構
想
の
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

構
想
の
策
定
に
あ
た
り
、
幅
広

い
意
見
を
参
考
と
す
る
た
め
、
公

募
を
含
め
24
人
の
委
員
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」

を
組
織
し
、
７
月
29
日
に
第
１
回

の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

 ▲  中心エリアの現状を話し合うまちづ ▲  中心エリアの現状を話し合うまちづ
くりデザイン委員会の皆さんくりデザイン委員会の皆さん

　

今
後
は
、
町
の
将
来
を
見
据
え

必
要
な
機
能
の
整
備
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
指
し
た
人
材
発
掘

な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
会
議
に
お
け
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
議
論

を
通
し
て
、
総
合
的
な
視
点
に
よ

る
構
想
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

農
作
物
の
生
育
状
況 

―
―

　

今
年
は
、
梅
雨
明
け
か
ら
気
温

が
上
昇
し
、
特
に
８
月
上
旬
は
猛

暑
と
な
っ
た
た
め
、
水
不
足
や
園

芸
作
物
、
水
稲
で
の
収
穫
量
の
減

少
、
さ
ら
に
品
質
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
営
農
情
報
の
提
供
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
生

育
状
況
や
病
害
虫
の
影
響
、
台
風

の
動
向
や
価
格
の
変
動
な
ど
に
注

視
し
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
適
切
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策 

―
―

　

本
年
度
の
対
策
と
し
て
は
、
特

に
被
害
が
深
刻
な
イ
ノ
シ
シ
対
策

に
対
応
す
る
た
め
、
９
月
１
日
付

け
で
有
害
鳥
獣
対
策
担
当
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
１
名
を
採
用
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
す
で
に
配
置
し

て
い
る
専
門
員
と
連
携
し
て
被
害

の
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

電
気
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

８
月
末
日
現
在
で
、
個
人
45
件
、

団
体
16
件
の
設
置
に
対
し
、
町
よ

り
経
費
の
助
成
を
行
い
、
合
計
で

延
長
約
26
㌖
の
電
気
柵
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

環
境
共
生
林
の
整
備
で
は
、
橋

立
地
区
お
よ
び
宮
野
地
区
で
間
伐

事
業
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
町
猟

友
会
の
協
力
の
下
、
８
月
末
現
在

で
、
イ
ノ
シ
シ
16
頭
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
９
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
17
頭
を

捕
獲
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
引
き
続
き
、
わ
な
免
許

に
要
す
る
取
得
費
用
の
支
援
を
行

う
な
ど
、
捕
獲
体
制
の
構
築
・
強

化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
鳥
獣
被

害
の
防
止
に
向
け
た
対
策
を
複
合

的
に
実
施
し
、
町
民
の
安
全
安
心

の
確
保
と
、
農
作
物
へ
の
被
害
軽

減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

整
備 

―
―

　

本
施
設
工
事
は
、
９
月
末
ま
で

の
工
期
で
進
め
て
お
り
、
現
在
は

全
体
の
６
割
程
度
の
進
捗
状
況
で

す
。
ま
た
、
施
設
の
愛
称
は
公
募

を
行
い
、
現
在
、
選
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
開
所
日
お
よ
び
愛

称
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、

広
報
紙
な
ど
を
通
じ
町
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
令
和

３
年
度
税
制
改
正
に
伴
う
た
ば

こ
税
に
係
る
所
要
の
改
正

◆ 

町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
＝
法
改
正
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料

に
係
る
所
要
の
改
正

◆ 

町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改

正
＝
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

施
行
な
ど
に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

令
和
２
年
度
決
算
の
認
定
（
一

般
会
計
ほ
か
）

◆ 

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
次
）
＝
普
通
交
付
税

の
決
定
お
よ
び
令
和
２
年
度
繰

越
金
の
確
定
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
留
保
分
で

実
施
す
る
事
業
な
ど
３
億

　

４
９
１
２
万
２
千
円
を
増
額

◆ 

令
和
３
年
度
特
別
会
計
等
補
正

予
算
（
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
特
別
会
計
、
水
道
・
下
水

道
事
業
会
計
）

◆ 

町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定

◆ 

財
産
の
取
得
＝
町
民
バ
ス
の
更

新
◆ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
＝

貝
沼
利
則
さ
ん
（
呼
賀
）、
長

澤
文
子
さ
ん
（
芝
草
）
を
推
薦

税徴収の取り組みが評価

個人県民税優良町として表彰個人県民税優良町として表彰
　令和２年度個人県民税優良市町村が発表され、本町の収納率

や税徴収の取り組みが認められて、県から表彰を受けました。

　本町の令和２年度の収納率は 98.79％で、前年度を 0.66％

上回る収納実績となり、収納率の増加や税徴収に向けた町の取

り組みなどが評価されました。

　８月 27 日には町役場で個人県民税優良町知事感謝状伝達式

が行われ、会津地方振興局の髙野武彦局長（写真右）より薄町

長へ感謝状が伝達されました。伝達を受け、薄町長は「税金は

町の発展のために有効に使っていきたい。今後も町と職員をあ

げて収納率アップに取り組む」とあいさつしました。
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▲ 写真左から薄町長、山口さん、髙野局長▲ 写真左から薄町長、山口さん、髙野局長

町の要職を歴任し、長年にわたり町政発展に尽力

山口岩男さん 叙勲・瑞宝双光章を受章山口岩男さん 叙勲・瑞宝双光章を受章
　９月２日、元副町長の山口岩男さん（下野尻）への瑞宝

双光章伝達式が町役場で行われました。式では、会津地方

振興局の髙野武彦局長より山口さんに勲記と勲章が伝達さ

れ、薄町長から祝福の言葉が贈られました。

　山口さんは昭和 32 年４月に町役場に入庁して以来、約

50 年にわたり町政の発展に尽力されました。その間、平

成２年８月からは町収入役、同 12 年４月からは町助役、

同 19 年４月から 20 年４月まで副町長を務めました。受

章にあたり山口さんは「奉職してから約 50 年、よく務め

たと自分を褒めたい。今後も健康に留意しながら、微力で

も町政のために協力していきたい」とあいさつしました。

戦没者を悼み、恒久平和を祈念

令和３年度 町戦没者追悼式令和３年度 町戦没者追悼式
　９月２日、町公民館で西会津町戦没者追悼式が新型コロナ

ウイルス感染症対策として規模を縮小して行われました。式

では、参列者全員で黙とうを捧げた後、薄町長が式辞を述べ、

清野佐一町議会議長や西会津町遺族会を代表して三瓶鐵江さ

ん（出戸）が追悼の辞を述べました。式の最後には参列者全

員で献花を行い、戦没者の安らかな眠りを祈るとともに、恒

久平和への誓いを新たにしました。

お気軽に相談ください

秋の行政相談・人権相談を行います秋の行政相談・人権相談を行います
　10月 18日から 24日は「行政相談週間」です。町では、

特設行政相談所を開設し、役所や特殊法人などの仕事に

対する苦情や意見、要望を受け付け、解決のお手伝いを

します。

　また、併せて特設人権相談所を開設し、人権問題に関

する相談などに応じます。相談は無料で秘密は堅く守ら

れます。なお、相談にお越しの際はマスク着用のご協力

をお願いします。

◆行政相談委員　田崎宗作さん（小杉山）
◆人権擁護委員　長谷川孝志さん（森野）、嶋田純子さ
　　　　　　　　ん（下野尻）、長谷川成博さん（梨平）

◎ 10 月 13 日（水）
　午前９時 30 分～正午　新郷連絡所新郷連絡所

　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館

◎ 10 月 14 日（木）
　午前９時 30 分～正午　保健センター

　午後１時～３時 30 分　町役場（第１委員会室）

〈問い合わせ先〉
（行政相談）総務課 行政管理係　☎ 45-2211
（人権相談）町民税務課 町民生活係　☎ 45-2215

“デジタル”を気軽に楽しく体験してみませんか？

自治区に出向いてデジタル教室を開催中！自治区に出向いてデジタル教室を開催中！
　８月 23 日に野沢・１町内自治区、同 30 日には奥川・

中町自治区で、デジタル教室が開催されました。

　町が主催するこの教室は、デジタル機器の操作体験を通

して、デジタルの良さや楽しさを知ってもらうことを目的

に、自治区の集会所などに出向いて開催しています。

　当日の参加者の中には、初めてタブレット機器に触った

人もいて、最初は不慣れな様子でしたが、講師や支援員と

一緒にゆっくりと体験することで操作に慣れ、デジタル機

器の便利さを実感していました。

　デジタル教室の開催希望は随時受け付けています。自治

区だけでなく、老人クラブなどの団体でも開催が可能で

す。詳細については、右記まで気軽に問い合わせください。

〈申込み・問い合わせ先〉
　企画情報課　デジタル戦略室

　☎４５―４５３６

専門分野を活かし、地域課題の解決に取り組む

地域おこし協力隊が新たに着任地域おこし協力隊が新たに着任
　地域おこし協力隊として児

こ

山
やま

武
たけ

士
し

さん（東京都出身）が新

たに着任し、９月１日に辞令交付式が行われました。

　児山さんは農林振興課に所属し、町猟友会や専門員と連携

し、町内で拡大しているイノシシなどの有害鳥獣被害対策に

取り組んでいきます。児山さんを含め、町で活動する協力隊

員は全員で 15 人となりました。

新潟・福島豪雨災害から 10年を迎える

「あいづの今」パネル展「あいづの今」パネル展
　平成 23 年（2011）７月に発生した新潟・福島豪雨災

害から 10 年が経過したことに合わせ、「あいづの今」パ

ネル展が８月 27 日から９月 15 日まで道の駅にしあいづ

で開催されました。県が主催しているこのパネル展は、新

潟・福島豪雨災害の記録と復興の現状を広く発信すること

を目的としています。今回は、現在も一部区間で不通が続

くＪＲ只見線の様子や、本町の当時の被災状況などが写真

とともに展示されました。

　８月 27 日には、薄町長や県の関係者らが参加して、パ

ネル展のスタートを記念したテープカットが道の駅にしあ

いづで行われました。

 ▲  タブレット機器を実際に使って体験する参 ▲  タブレット機器を実際に使って体験する参
加者の皆さん（野沢・１町内）加者の皆さん（野沢・１町内）

広報にしあいづ　2021・10 │ 1213 │ 広報にしあいづ　2021・10



町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

お知らせ
INFORMATION

◆
て
れ
び
保
育
参
観
（
新
）

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
で
の
園
児
の

生
活
の
様
子
を
放
送
し
ま
す
。

◆
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
を
放
送

し
ま
す
。（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

10
月
の
放
送
案
内

国
保
の
手
続
き
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
ま
た

は
脱
退
し
た
時
は
、
14
日
以
内
に

国
保
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
は
同
世
帯
の
家

族
で
も
可
能
で
す
。

◆
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
税
が
請
求
さ
れ
続
け
た

り
、
一
度
に
納
め
る
税
額
が
高
額

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
保
の
資
格
喪
失
後
に
誤
っ

て
国
保
の
保
険
証
で
医
療
機
関
を

受
診
し
た
場
合
、
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
返
還
す
る
必
要
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

ひ
と
り
親
家
庭
の

医
療
費
を
助
成

　

町
で
は
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

が
い
る
父
子
・
母
子
家
庭
な
ど
に

対
し
、
所
得
に
応
じ
て
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
受
給

資
格
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合

は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
登
録
済
み
で
受

給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、

町
か
ら
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
す
の
で
、
申
請
期
限
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

　

町
で
は
、
不
妊
症
ま
た
は
不
育

症
で
悩
む
夫
婦
に
対
し
、
検
査
や

治
療
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
男
性
・
女
性
は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
不
妊
症
、
不
育
症
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

不
妊
症
ま
た
は
不
育
症
の
検
査

や
治
療
を
受
け
る
夫
ま
た
は
妻
で

あ
り
、
次
に
該
当
す
る
人

こ
う
の
と
り

サ
ポ
ー
ト
事
業

（
不
妊
・
不
育
治
療

助
成
）
の
お
知
ら
せ

○
法
律
上
、
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
が

町
内
に
住
所
が
あ
る

○
申
請
日
に
申
請
者
が
属
す
る
世

帯
で
町
税
等
に
滞
納
が
な
い

○
医
師
か
ら
不
妊
症
ま
た
は
不
育

症
と
診
断
さ
れ
た

◆
助
成
金

不
妊
症
に
対
し
て

○
検
査
費
用
は
自
己
負
担
額
に
相

当
す
る
額
の
全
額
を
助
成

○
治
療
費
用
は
継
続
し
た
１
回
の

治
療
で
10
万
円
ま
で
。
合
計
で

10
回
助
成
。

不
育
症
に
対
し
て

○
継
続
し
た
１
回
の
妊
娠
期
間
で

医
療
保
険
法
が
適
用
さ
れ
る
治

療
に
つ
い
て
は
３
万
円
ま
で
。

そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
10
万
円

ま
で
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
内
）

　

☎
45
―
４
３
３
２

申込期間
10月 11 日（月）～ 29日（金）

午前 10時～午後５時

主催：西会津町企画情報課、㈱エヌ・エス・シー
〈参加申込・問い合わせ先〉
　㈱エヌ・エス・シー　☎０２４２－２３－７７７１

 はじめてのスマホ体験教室 
　１人１台ずつ用意したスマホを実際に使って、　１人１台ずつ用意したスマホを実際に使って、

携帯電話との違いやスマホでどんなことができる携帯電話との違いやスマホでどんなことができる

のかなどを体験できます。のかなどを体験できます。

◆対象者：◆対象者： スマホを所持していない人で、下記の スマホを所持していない人で、下記の

開催日に 2 日間とも参加できる人開催日に 2 日間とも参加できる人

◆定　員：◆定　員：各会場  10 名（先着受付順）各会場  10 名（先着受付順）

 初心者向けスマホ教室 
　スマホ初心者向けに LINE の使い方やインター　スマホ初心者向けに LINE の使い方やインター

ネットの使い方などの基本操作を学びます。自分ネットの使い方などの基本操作を学びます。自分

のスマホで教室に参加してもらいます。のスマホで教室に参加してもらいます。

◆対象者：◆対象者： スマホを所持している人で、下記の開 スマホを所持している人で、下記の開

催日に 2 日間とも参加できる人催日に 2 日間とも参加できる人

◆定　員：◆定　員：各会場  10 名（先着受付順）

種　類 日　程 時　間 会　場

はじめてのスマホ教室

11 月４日（木）

午前10時～12時

新郷連絡所
11 月５日（金）

11 月 18 日（木）
町役場

11 月 19 日（金）

初心者向けスマホ教室

11 月４日（木） 午後１時～３時
新郷連絡所

11 月５日（金） 午後１時～４時

11 月 18 日（木） 午後１時～３時
町役場

11 月 19 日（金） 午後１時～４時

◆各日程と会場　　※参加費は無料ですが、事前に申込みが必要です

ススママーートトフフォォンン教教室  室  参加者募集

　町では、西会津産米のおいしさを客観的に評　町では、西会津産米のおいしさを客観的に評

価し、町内外への情報発信を通じ、町内産米の価し、町内外への情報発信を通じ、町内産米の

知名度向上と販売強化につなげるため、今年も知名度向上と販売強化につなげるため、今年も

「西会津一うまい米コンテスト」を開催します。「西会津一うまい米コンテスト」を開催します。

　手塩にかけて育てた自慢の米をぜひ出品して　手塩にかけて育てた自慢の米をぜひ出品して

ください。ください。

◆部門◆部門
　◎コシヒカリ部門＝町内産コシヒカリ　◎コシヒカリ部門＝町内産コシヒカリ

　◎こだわりの品種部門＝上記以外の町内産米　◎こだわりの品種部門＝上記以外の町内産米

◆出品方法◆出品方法
　参加申込書および出品する玄米 500g（約３　参加申込書および出品する玄米 500g（約３

合）を合）を 10 月 19 日（火）まで10 月 19 日（火）までに提出に提出

◆審査方法◆審査方法
　◎一次審査　◎一次審査

　 　食味計と整粒検査で測定し、上位５点が　 　食味計と整粒検査で測定し、上位５点が

二次審査へ進みます。５点に選ばれた場合、二次審査へ進みます。５点に選ばれた場合、

同じほ場の玄米５kg を提供してもらいます。同じほ場の玄米５kg を提供してもらいます。

「こだわりの品種部門」は最上位に選ばれた「こだわりの品種部門」は最上位に選ばれた

米を奨励賞として二次審査は行いません。米を奨励賞として二次審査は行いません。

　◎二次審査　◎二次審査

　 　食味値上位５点の米を審査員が実食し、最　 　食味値上位５点の米を審査員が実食し、最

優秀賞１点と優秀賞４点を決定します。優秀賞１点と優秀賞４点を決定します。

〈申込み・問い合わせ先〉〈申込み・問い合わせ先〉
　農林振興課　農政係　☎４５―４５３１　農林振興課　農政係　☎４５―４５３１

自慢の米を大募集！自慢の米を大募集！

 「西会津一うまい米コンテスト」 「西会津一うまい米コンテスト」
ネットからもネットからも
申し込むこと申し込むこと
ができます！ができます！

実際に触って、
スマホを使って
みよう！

町では、町民の皆さんにデジタルの便利さを体験し知ってもらうため、スマートフォン教室を開催します。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

広報にしあいづ　2021・10 │ 1415 │ 広報にしあいづ　2021・10



町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ ＧＰＳの使用例▲ ＧＰＳの使用例

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

ク
マ
の
誘
因
物

管
理
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
冬
眠
す
る

た
め
の
エ
サ
を
求
め
て
人
里
周
辺

に
出
没
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ク
マ
の
エ
サ
と
な
る
米
ぬ
か

や
生
ゴ
ミ
な
ど
は
屋
外
に
放
置
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
屋
内
に

保
管
し
て
あ
る
米
ぬ
か
等
を
狙
っ

て
、
屋
内
に
侵
入
す
る
事
例
も
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、
玄
関
や
窓

の
戸
締
り
を
忘

れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

県
で
は
、
山
菜
・
野
生
キ
ノ
コ

の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
次
に
よ
り

町
内
で
検
体
の
探
索
と
採
取
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
県
か
ら
委
託
を
受

け
た
業
者
が
山
に
入
り
、
山
菜
・

野
生
キ
ノ
コ
を
探
索
、
採
取
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
採
取
予
定
期
間

　

令
和
３
年
12
月
ま
で

◆
対
象
品
目

　

ウ
ラ
ベ
ニ
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
、
ク

リ
タ
ケ
、
コ
ウ
タ
ケ
、
サ
ク
ラ
シ

メ
ジ
、
シ
ャ
カ
シ
メ
ジ
、
ス
ギ
エ

ダ
タ
ケ
、
ナ
ラ
タ
ケ
、
ヌ
メ
リ
イ

グ
チ
、
ハ
イ
イ
ロ
シ
メ
ジ
、
ホ
ウ

キ
タ
ケ
、
ホ
ン
シ
メ
ジ
、
マ
ス
タ

ケ
、
マ
ツ
タ
ケ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
メ

ジ
、
ム
レ
オ
オ
フ
ウ
セ
ン
タ
ケ

農
林
水
産
物
緊
急
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

を
実
施
し
ま
す

◆
採
取
量

　

町
内
全
域
か
ら
満
遍
な
く
採
取

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
１
検
体

当
た
り
５
０
０
㌘
か
ら
１
０
０
０

㌘
程
度

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
会
津
農
林
事
務
所

　

森
林
林
業
部　

林
業
課

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
７
３
４

　

町
農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

「
食
味
分
析
計
」
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
良
食
味
米
生
産
技
術

の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
米
の

食
味
分
析
計
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
測
定
を
希
望
す
る
場
合
は
、

玄
米
５
０
０
㌘
を
農
林
振
興
課
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
で
農
作
業
を

行
う
際
は
、
事
故
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
事
故
は
主
に
農
作

業
機
械
を
使
用
す
る
際
の
不
注
意

や
、
操
作
の
誤
り
が
原
因
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
と
り
あ
る
計

画
的
な
作
業
を
心

掛
け
、
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
を
持
ち

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
安
全
確
認
を
行
い
、
誤
操
作
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
を
払
い

作
業
す
る

○
機
械
の
点
検
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
し
て
か
ら
行
う

○
道
路
を
走
行
す
る
際
は
安
全
な

速
度
で
移
動
す
る

○
ほ
場
へ
の
進
入
、
脱
出
時
、
畦

越
え
時
は
特
に
注
意
す
る

○
一
人
で
の
作
業
は
避
け
、
複
数

人
で
作
業
す
る

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

秋
の
農
作
業
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

マ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
ム
キ
タ

ケ
を
除
く
野
生
キ
ノ
コ
は
全
て
出

荷
制
限
品
目
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
出
荷
で
き
ま
せ
ん
。
昨
今
、

フ
リ
マ
ア
プ
リ
な
ど
を
介
し
た
個

人
売
買
に
よ
る
野
生
山
菜
・
キ
ノ

コ
の
出
荷
も
確

認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
利
用
す

る
際
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

野
生
キ
ノ
コ
な
ど
の

出
荷
に
お
け
る
注
意

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

里
親
入
門
講
座

の
お
知
ら
せ

10
月
は
里
親
月
間
で
す
。
本
講

座
で
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の

１
つ
で
あ
る
「
里
親
」
の
現
状
や

体
験
談
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ

ま
す
。
参
加
に
は
申
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時

10
月
29
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
会
場

　

会
津
若
松
市
北
会
津
支
所

◆
申
込
締
切

10
月
22
日
（
金
）

〈
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
島
県
会
津
児
童
相
談
所

　

☎
０
２
４
２
―
23
―
１
４
０
０

　令和４年版・町民健康カレンダーに掲載する写真を募集してい
ます。皆さんの自慢の作品をカレンダーに載せてみませんか？

◆募集する写真のテーマ

『わたしの作品』
　町民の皆さんのさまざまな作品を募集しま

す。風景写真・絵画・彫刻・手芸などジャンル

は問いません。

◆募集する写真
○ 町内の個人（団体）が撮影・制作した作品で、

カラー、モノクロは問いません。

○ デジタルカメラや携帯電話、スマートフォン

などで撮影した JPEG データ、またはすでに

現像、プリントした写真（２Ｌ判以上）。

◆応募方法
○ 町役場総務課総務係または奥川支所まで、写

真とともに「住所」「氏名」「連絡先」「作品

のタイトル」「撮影場所（風景などの場合）」「簡

単な説明」を添えて、メール、郵送または直

接持参ください。

○応募は１人（１団体）４点以内とします。

町民健康カレンダーの写真を大募集町民健康カレンダーの写真を大募集 ! !! !

い

◆応募締切
令和３年 10 月 15 日（金）

〈問い合わせ先〉
　町役場奥川支所

　〒 969-4734  奥川大字飯里字上ノ原 37-1

　☎４９―２００１

✉okugawa@town.nishiaizu.fukushima.jp

高
齢
者
見
守
り

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の

活
用
に
つ
い
て

　

西
会
津
地
域
活
性
化
協
議
会
・

高
齢
者
見
守
り
部
会
で
は
、
認
知

症
の
人
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
重
い
疾
病
な
ど
に
よ
り
生
活

に
不
安
の
あ
る
人
の
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
万
が
一
の
時
に
居

場
所
を
特
定
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末

を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
で
は
５
人
が
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
端
末
で
は
、
家
族
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
対
象
者
の

居
場
所
や
移
動
経
路
を
確
認
で
き

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
設
定
し

た
範
囲
の
外
に
出
た
時
の
お
知
ら

せ
機
能
や
本
人
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
発

信
機
能
が
付
い
て
、
仕
事
な
ど
で

日
中
の
見
守
り
に
不
安
を
持
つ
家

庭
や
、
離
れ
て
暮
ら
す
親
族
の
安

心
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
し
た
い
、
詳
し
い

内
容
を
聞
き
た
い
場
合
は
、
左
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

介
護
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

▲ ９月『須刈岳』

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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「みんなでさすけねぇ輪」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

みんなみんなでさすけねぇでさすけねぇ    輪輪
わわ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
世
帯
へ
の
減
免

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の

事
業
収
入
な
ど
に
相
当
の
減
少
が

あ
る
世
帯
に
属
す
る
国
保
加
入
者

の
人
は
、
申
請
に
よ
り
国
保
税
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
対
象
世
帯

　

主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

入
等
（
不
動
産
収
入
、事
業
収
入
、

給
与
収
入
お
よ
び
山
林
収
入
）
の

減
収
が
見
込
ま
れ
、
次
の
要
件
の

全
て
に
該
当
す
る
世
帯

○
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

入
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
額
が
、

前
年
の
当
該
事
業
収
入
な
ど
の

額
よ
り
も
３
割
以
上
減
少
し
て

い
る
こ
と

○
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前
年
の

合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と

○
主
た
る
生
計
維
持
者
の
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
な
ど
に
係
る
所
得
以
外
の

前
年
の
所
得
の
合
計
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

◆
減
免
の
内
容

　

国
保
税
の
全
額
ま
た
は
一
部

◆
申
請
期
限

　

令
和
４
年
３
月
31
日（
水
）ま
で

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
（
非
自
発
的
失
業
者
）

に
対
す
る
軽
減

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
や
む
を
得
な

い
理
由
で
離
職
さ
れ
た
人
は
、
申

請
に
よ
り
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

○
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

○
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
人
で
、「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」
の
離
職
理
由
コ
ー

ド
が
、
11
、
12
、
21
、
22
、

23
、
31
、
32
、
33
、
34
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

◆
軽
減
の
内
容

　

国
保
税
は
前
年
度
所
得
な
ど
を

基
に
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
軽
減
に

該
当
し
た
場
合
は
、
離
職
者
の
前

年
度
給
与
所
得
を
３
割
に
減
額
し

た
額
と
見
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

◆
軽
減
期
間

　

離
職
し
た
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で

※
な
お
、
介
護
保
険
制
度
（
福

祉
介
護
課
☎
45
―
２
２
１
４
）

や
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
健

康
増
進
課
☎
45
―
４
５
３
２
）

も
同
様
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
担
当
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
お
よ
び
軽
減

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
次
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
、
相
談
は
無
料
で
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
相
談
内
容
（
例
）

・
返
済
し
切
れ
な
い
借
金
に
関
す

る
こ
と

・
貸
金
業
者
や
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ

ミ
金
融
」
業
者
に
関
す
る
情
報

・
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯

金
口
座
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

多
重
債
務
相
談

窓
口
に
つ
い
て

県
最
低
賃
金
は

時
間
額
８
２
８
円

　

令
和
３
年
10
月
１
日
よ
り
、
福

島
県
最
低
賃
金
は
時
間
額
８
２
８

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
乗

用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
名
称
に
か
か
わ

ら
ず
福
島
県
内
の
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
、
そ
の

金
額
以
上
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
各
労
働
基
準
監
督

署
ま
た
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
４

県
政
に
対
す
る
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
提
案
を
今
後
の
県
の
事
業
に
活

か
す
た
め
の
「
県
民
提
案
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
実
施
し
て
欲
し

い
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
、
県

庁
県
民
広
聴
室
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子

メ
ー
ル
の
ほ
か
、
郵
便
は
が
き
な

ど
で
も
提
案
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、

必
ず
書
面
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
案
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
担
当
部
局
が
検
討
し
、
提
案

を
受
理
し
た
日
か
ら
２
週
間
程
度

で
提
案
者
へ
回
答
し
ま
す
。

〈
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
庁
県
民
広
聴
室

　

〒
９
６
０
―
８
６
７
０

　

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
０
１
３

 ▲  県民提案の
ホームページ

◆
受
付
時
間

　

平
日
の
み
（
祝
日
等
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

（
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用
）

☎
０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４

町からのお知らせ ニュース＆

食
育
を
学
ぶ
健
康
教
室

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
年
中
児
・

年
長
児
を
対
象
と
し
た
健
康
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
西
会
津
小
学

校
・
中
学
校
の
養
護
教
諭
、
西
会

津
中
学
校
の
栄
養
教
諭
に
よ
る
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
楽
し
い
ク

イ
ズ
で
、
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

    

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

    

実
践
者

実
践
者

今
回
は
、
小
綱
木
の
荒
海
久
雄

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
荒
海
さ
ん

宅
を
尋
ね
る
と
、
花
や
干
支
、
人

物
（
有
名
人
、
力
士
、
戦
国
武
将

な
ど
）
の
作
品
を
た
く
さ
ん
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

朝
ご
は
ん
の
ス
ス
メ

　

朝
ご
は
ん
を
毎
日
食
べ
る
人
と

食
べ
な
い
人
を
比
較
し
た
研
究
結

果
が
複
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
…

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
る

　

た
ん
ぱ
く
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ

タ
ミ
ン
、
食
物
繊
維
な
ど
多
く
の

栄
養
素
が
し
っ
か
り
と
れ
る
。

・
良
好
な
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
る

　

寝
る
時
刻
・
起
き
る
時
刻
が
早

く
な
り
、
睡
眠
の
質
が
良
く
な

る
。

・
心
の
健
康
と
関
係
し
て
い
る

　

ス
ト
レ
ス
や
イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ

る
こ
と
が
少
な
く
、
心
の
状
態
を

良
好
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

・
学
力
や
体
力
と
関
係
し
て
い
る

　

テ
ス
ト
や
体
力
測
定
の
結
果
が

良
い
。

　

荒
海
さ
ん
は
脳
卒
中
を
２
回
発

症
し
た
過
去
が
あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ

の
た
め
に
作
品
を
作
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
き
っ
か
け
は
デ
イ
ケ
ア

で
切
り
絵
を
し
た
こ
と
で
、
も
と

も
と
絵
を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た

荒
海
さ
ん
は
、
毛
糸
を
の
り
で
貼

　

食
育
基
本
法
で
は
、
食
育
は
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
り
、
知
育
・
徳
育
・

体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
涯
を
通

じ
た
心
身
の
健
康
を
支
え
る
た
め
、「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
を
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
で
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

み
ん
な
で
「
早
寝

み
ん
な
で
「
早
寝
早
起
き

早
起
き
朝
ご
は
ん
」

朝
ご
は
ん
」

自
分
に
合
っ
た
朝
ご
は
ん
を

考
え
て
み
よ
う

　

作
る
時
間
が
な
い
と
い
う
人

は
、
ま
ず
は
お
に
ぎ
り
１
個
ま
た

は
パ
ン
１
個
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
バ
ナ
ナ
１
本
で
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

り
つ
け
る
こ
の
方
法
で
絵
を
描
き

始
め
、
今
年
で
８
年
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
取
材
の
際
に
も
、
あ
っ
と

い
う
間
に
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
出

演
す
る
食
生
活
改
善
推
進
員
の
こ

と
も
描
い
て
く
れ
て
、
絵
を
も

ら
っ
た
推
進
員
か
ら
は
「
特
徴
を

捉
え
て
い
て
温
か
み
が
あ
り
嬉
し

い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま

し
た
。
実
際
に
会
っ
た
こ
と
が
な

く
て
も
、
こ
の
よ
う
な
体
験
が
こ

こ
ろ
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
リ
ハ
ビ
リ
に
よ

る
「
か
ら
だ
の
健
康
」
を
通
じ

て
、
周
り
の
皆
さ
ん
へ
の
「
こ
こ

ろ
の
健
康
」
と
「
つ
な
が
り
の
健

康
」
の
輪
を
広
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
具
だ
く

さ
ん
の
み
そ
汁
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

を
追
加
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
夜
の
う
ち
に
下
ご
し

ら
え
を
し
て
、
朝
は
焼
く
だ
け
・

煮
る
だ
け
に
し
て
お
く
な
ど
、
主

食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ

た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

へ
と
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

こゆりこども園での健康教室の様子
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◆私の夢――

　  　私は、将来なりたいものがたくさんありま

す。その中から１つを選ぶのは難しいですが、

これからの生活で決まるかもしれません。今

すぐに決めるとなると難しいですが、まずは

行きたい高校に進学して、そこから将来を考

えていきたいです。

◆努力していること――

  　希望する高校に行くために、今は勉強をコ

ツコツしています。塾でも勉強しながら、志

望校に合格するため頑張っています。

◆未来の自分に一言――

  　自分のなりたい自分になれていますか？自

分は何事にも全力で取り組むところがあるの

で、良い部分を活かして、周囲の人に感謝し

ながら、一日一日を大切に努力してください。

［ ３年・特設合唱部 部長  ］

物
もの

江
え

  花
かん

奈
な

さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　９月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，８８２人　　 （－１２人）

男 　 　２，８５１人　　 （－　７人）

女 　 　３，０３１人　　 （－　５人）

世　帯　 　２，５５８世帯　　 （－　５世帯）

■ お誕生おめでとう

長谷川　なな子
こ

ちゃん　祐一・麻也　３町内

斎藤　瑛
え

夏
な

ちゃん　　　光・春華　西原

赤城　由
ゆ

珠
ず

菜
な

ちゃん　　伸也・由李惠　松尾

伊藤　蓉
ゆう

悟
ご

くん　　　　法道・千沙　向原

■ お悔やみ申し上げます

鈴木　隆雄　（93）　康夫 父 ８町内

渡部　周一　（62）　祐介 父 　萱本

三留　チヨ　（93）　栄一 母 　青坂

渡部　太郎　（91）　和夫 父 　黒沢

三留　純　　（61）　里美 夫 　上野尻

仲川　文夫　（83）　 忠 父 　平明

矢部　ノブ子（94）　 一 母 　松峯

戸籍の窓口   
（８月受付分）

　10 数年前に、知人が私を

表す絵を描いてくれました。

今でも大切にしています。

◆趣味は？

　山菜採り、釣り

◆特技は？

　冷蔵庫の余った食材で料理が

できること

◆熱中していることは？

　季節の野菜を使った料理をす

ること

◆自分を一言で表現すると？

　自由人

中
なか

畑
はた

和
わ

香
か

奈
な

隊員

福
ふく

井
い

  順
じゅん

子
こ

 さん［西林］ 

これからも明るい笑
顔でみんなを和ませて
ください。

坂本 サツ子 さん（９
月号）からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆あなたのモットーは？

　為せば成る為さねば成らぬ何

事も

◆最近感動したことは？

　昨年 18 ｍしか泳げなかった

息子が、今年はさゆり公園の水

泳検定に合格したこと

◆これからやってみたいことは？

　旅行、海釣り

◆次の方を紹介してください

　Ａ・Ｈさん

　泉崎村出身。平成 31 年 4 月
より地域おこし協力隊として野
沢民芸で活動。本業のかたわら、
町の風景を水彩画で描く活動も
行っている。

西
会
津
に
来
て
か
ら

　

こ
ん
に
ち
は
。
西
会
津
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
中
畑

で
す
。
野
沢
民
芸
で
張
り
子
づ
く
り
を
学
び
、
今
年
で
３

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
こ
の
町
の
い
つ
も
の
暮
ら
し
を
体
感
で
き
た
の

は
、
１
年
足
ら
ず
で
し
た
。
人
足
や
お
祭
り
や
、
そ
の
あ

と
の
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
宴
会
…
。
毎
年
続
い
て
き
た
で

あ
ろ
う
地
域
の
行
事
や
生
活
は
、
私
に
と
っ
て
新
鮮
で
楽

し
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
瞬
く
間
に
当
た
り
前
で
な
く

な
っ
て
し
ま
う
生
活
は
、
私
に
と
っ
て
は
ま
る
で
10
年
前

の
震
災
の
時
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、「
で
き
る
範
囲
で
行
事
を
し
よ
う
」「
別

の
形
で
も
や
ろ
う
！
」
と
頑
張
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
姿

は
、
こ
れ
も
ま
た
、
震
災
の
時
の
、
悩
み
な
が
ら
も
工
夫

し
な
が
ら
「
い
つ
も
通
り
」
生
き
よ
う
と
し
た
周
り
の
大

人
た
ち
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
終
息

後
、
町
の
日
常
が
戻
っ
て
き
た
後
も
、
西
会
津
の
人
や
当

た
り
前
の
日
常
風
景
は
何
物
に
も
代
え
難
い
と
い
う
こ
と

を
、
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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国道 49 号国道 49 号

上野尻上野尻 上野尻駅上野尻駅

至 野沢至 野沢

至至 

新
潟
県

新
潟
県

再建された山門再建された山門 中門中門

西光寺西光寺

　野沢から国道 49 号を北上すると、磐越西線の跨線橋を過ぎた

右手に山門や大きな杉に囲まれた参道、中門とその二階の鐘
かね

撞
つき

堂、

その奥に大屋根の本堂など、広大な敷地に整然とした伽
が

藍
らん

が並ぶ

様子が目に跳び込んできます。浄土宗の無量山西光寺です。

「紙
しほんちゃくしょくがもううじさとぞう

本著色蒲生氏郷像（1950 年に国の重要文化財に指定）」が存

在し、古
こ

刹
さつ

として全国にその名を轟かせています。寺の縁起など

を紐解くと「開基より今に数百年、遺記の全備するものなく創業

を詳かにせず」とあり、また「現在地より西の山中に存在した」

とも記され、町内でも古い寺であるともされています。

　さて、平成 30 年（2018）３月１日の夜半でした。町内を強

い風が吹き抜け、西光寺の山門が悪戯な風に持ち上げられ倒壊し

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その54その54

上野尻・西光寺の山門等の改修

広報にしあいづ №756 令和３年10月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：佐藤  泰

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
９
月
13
日
に
行
わ
れ

た
奥
川
・
出
戸
地
区
の
岩
屋
虚
空

蔵
尊
の
御
開
帳
よ
り
。
例
年
は
祭

礼
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

参
拝
者
を
町
民
限
定
と
し
て
御
開

帳
の
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
落

か
ら
30
分
程
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ

る
岩
窟
の
お
堂
に
は
町
重
要
文
化

財
で
あ
る
「
岩
屋
虚
空
蔵
菩
薩
坐

像
」（
左
写
真
）
の
ほ
か
、
願
い

事
を
し
て
か
ら
持
ち
上
げ
る
「
お

び
ん
ず
る
様
」（
表
紙
写
真
手
前
）

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
５
０
０
年
以

上
に
わ
た
り
、
集
落
の
人
々
の
信

仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

編   

集   

後   

記

　

編
集
後
記
は
、
何
を
書
こ
う
か

毎
回
悩
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
よ
う
に
、
書
け
る
ス
ペ
ー
ス

が
小
さ
い
と
さ
ら
に
悩
ん
で
し
ま

い
ま
す
…
。（
秦
）

今  

月 

の  

表  

紙

てしまいました。倒壊した山門は銅板葺きで気品あふれる美しいものでした。1960 年代半ば頃に建

て替えられたそうなので、50 余年ほど前の建築だったようです。

　早速、檀家の皆さんが集まり、再建のための計画が練られました。倒壊した山門同様、気品と美し

さを兼ね備えたものにすること、中門とその二階の鐘撞堂も傾きが見られるため再建すること、寺の

南側に大型車輌も入れるような駐車場を作ること、参道の杉並木の間引き、参道沿いに建てられてい

る御堂や碑の改修、以上のことが決められ、多くの皆さんの浄財を基に工事に入りました。
　改めて、神社仏閣は火災に遭った

り災害に見舞われたり場所を移転し

たりする度に、その時代の人々の厚

い信仰心や血のにじむような苦労に

支えられながら再建、改修を繰り返

し、現在の私たちを静かに見守って

くれているということを改めて感じ

ることができます。
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